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環境科学とは
　環境科学とは非常に広範な内容を含む学際的な分野であり、かっ新しく生
まれつっある学問である。従って、学問体系がまだしっかりと構築されてい
ないのが現状である。
　環境という言葉の示すものは余りにも広く、全体像を的確に捉えることは
なかなか困難なことである。一般に環境というとき、自然環境、社会環境、
文化環境というような多様なものを表すが、環境科学で扱うのは広い意味で
の自然環境である。
　人類はこの地球上に出現して以来、長い歴史の中、厳しい自然環境のもと
で、自然に働きかけ、自然の恵みを引き出しながら科学や文明を発展させて
きた。
　しかし現在、飛躍的に発達した科学技術を土台に人間の活動は物質的によ
り豊かな生活をひたすら求め、生態系のバランスを壊し遂に人類の生活の基
盤である地球環境の危機をもたらすに至った。今日の環境問題は地球規模の
空間的広がりと将来世代にもわたる時問的広がりを持ち、’先進国と開発途上
地域がそれぞれの立場で、且っ共同して取り組むべき人類共通の課題となっ
てきた。
　そして、今は誰でもが環境のことを口にするし、マスコミはこぞって最大
関心事として連日のように環境問題を取り上げている。ところが種々の調査
結果によると、環境問題に関する情報をよく耳にしている割にはこの問題に
対する正しい認識や理解が乏しいことが示されている。
　現在学生や一般社会人が得ている情報・知識の多くは新聞、テレビ、週刊
誌などマスコミを通したものが多いようだが、それらの中にはある環境問題
をことさらセンセーショナルに取り上げたり、一部のデータを無視したりま
たは誇張して危機感をあおったりするものもあり、誤解を招いている部分も
見受けられる。現在数多く出版されている環境問題に関する書籍にっいても
同様な傾向が見られる。
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　このように混乱している情報の中でどれが正しくどれがあやしいのかを自
分で判断できる能力を身につけることは、これからの21世紀を担う若者には
特に大切なことであろう。
　環境問題を正しく理解するためには、自然環境の成立過程とその破壊の仕
組みに関する自然科学的な基礎知識を得ることが先ず必要である。しかし、
環境問題の解明と解決に当たっては、人間の生き方の根本に係わるものであ
るから自然科学のみならず人文科学、社会科学による解明も求められ、まさ
に学際的な協力が期待される所である。
　昨今の環境悪化のデータや一部の情報には将来に暗い予感を抱かせるよう
なものが多い。確かに、高度に発達した科学技術を駆使した大量生産、大量
消費、大量廃棄の現在の社会の維持・拡大の行き着く先は人類の生存が危ぶ
まれる社会である。だからといって科学の進歩や開発そのものを否定し、い
たずらに過去を懐かしんでいても何の解決にもならない。今求められている
のは地球の有限性を自覚した開発すなわち持続可能な開発である。環境問題
を正しく理解して持続可能な社会の実現のため自分がなすべき事の方向を見
つけることが環境科学の目指すことである。
　r環境科学」はこれからの人類の生き方を考える学問ともいえるであろう。
r自分の周囲の環境、そして地球と共生できる生活のすべは何か」r21世紀
をいかに生きていくべきか」を考える学問なのである。
環境科学の学び方
　第一に我々の生活を支えている自然環境の仕組みを知ることである。
　地球が誕生以来どのように進化してきたか、地球上に生物が出現して環境
とどのように相互作用を及ぼしてきたか、どのような仕組みで地球の気温が
一定レベルに保たれているのか、生態系における物質の循環・エネルギーの
流れはどうなっているのかなどを知ることである。自然環境を構成する要素
は互いに関連し影響しあっていること、また自然環境は常に変動しているこ
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とを認識し、自然を総合的に捉えることが大切である。
　次に人間の活動が環境にどのように影響を与えているかを明らかにするこ
とである。
　経済活動が活発になり物質的に豊かな消費生活をもたらした人間活動の拡
大（資源とエネルギー利用の拡大）の結果は、森林荒廃などの生態系の劣化
や種々の公害問題、廃棄物の増加など多くの現象として現れた。
　取り上げられる主なテーマとしては、公害の歴史、大気・水・土壌の汚染
の状況と対策、廃棄物とリサイクルの問題それから酸性雨、地球温暖化、オ
ゾン層の破壊などのいわゆる地球環境問題などがある。
　人間の活動の種類は絶えず増加し、規模は大きくなり、場所も年々広がっ
ていくのでそれらが環境に与える変化も常に新しい様相を帯びてくる。また
環境問題には20世紀の科学では解く事のできない多くの問題が存在すること
も事実である。
　最後にその活動によって環境を変化させている人間の側の問題である。
　我々には子孫の世代も健全で恵み豊かな環境の恵沢を享受できるよう、自
然との共生をはかりながら環境の保全をする責務がある。このため、生産、
流通、消費、廃棄などの社会活動の全段階を通じて、資源やエネルギーの効
率的・循環的利用をすすめ、自然の物質循環に与える影響を極力抑えたr環
境への負荷の少ない循環型社会」づくりを目標として自らの生活、活動をコ
ントロールしていかなければならないのである。
　今、我々が抱えている環境問題は原因も結果もともに人為的要素が強い。
すなわち人間の生存、行動、システムのいずれもが環境問題の原因となって
いるのである。このように環境問題の根本は、我々が環境に対してどのよう
な考えを持ち、どのように行動するかの環境倫理の問題でもある。
　環境問題解決のためには技術的対策も勿論大切であるが、人間の考え方
（思想）、行動（倫理）、生活様式（ライフスタイル）を見直すことである。
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いま話題のダイオキシンと環境ホルモンについて
ダイオキシン
　ー般にダイオキシン類と総称されている物質には200種類もの化合物が含
まれ、それらは化学物質の合成過程、燃焼過程などで不純物としてあるいは
副生成物として生じるものである。またその構造によって毒性に大きな開き
があり、2，3，7，8－TCDD（2，3，7，8一四塩化ジベンゾーパラージオキシン）とい
う構造を持っものの毒性が一番強いので毒性を云々する場合には、この2，3，
7，8－TCDDに換算した毒性等価係数なるものを使う。
　化学的には極めて安定な物質で、分解するのに1000℃以上の温度が必要で
ある。
　その毒性は動物実験では、胸腺・脾臓・精巣の損傷、肝臓肥大、催奇形性
のほか高い発癌性も確認されている。ヒトはダイオキシンに対して感受性が
高いのか、あるいは低いのか正確な値はいまだ出されていない。
　ダイオキシンが人体に取り込まれる経路は98％は食品からの摂取である。
体内に入ると水に溶けないため尿などから排泄されず、体内の脂肪や母乳に
蓄積される。
　またダイオキシンはホルモン作用を撹乱する物質としても指摘されており、
疑似女性ホルモンとして作用し、ホルモンの分泌異常を起こし、子宮内膜症
をはじめ、精子の減少など近年急速に増加している現象の原因ではないかと
疑われている。
　よく“ダイオキシンは人類がっくった最強の猛毒”という表現がされるが、
実は大昔からこの物質が生成されてきたという証拠もあり、火と塩素がある
と非意図的に生成してしまうという厄介な代物である。
　今ダイオキシンの何が一番問題かといえば、日本では廃棄物の処理は焼却
中心に行われているが、その焼却過程でのダイオキシンの発生である。何し
ろ日本には大小併せて実に12，000基以上の焼却施設があり、世界の7割が日
本にあるといわれている。
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　大型連続炉では完全燃焼するためダイオキシンの排出濃度は規制値をかな
り下回っているが、多くの中、小型焼却炉では一部不完全燃焼をするためダ
イオキシンが発生しやすい。基準に合致するような大型の施設の建設は地方
自治体にとって非常に困難な課題である。財政的問題はクリアーできても地
域住民の同意を得ることは大変困難なことである。これは日本だけのことで
はないが、国民の意識の中にその必要性を頭では理解していてもNot　In　My
Back　Yard（自分の裏庭では辞めて欲しい）という感情があるかぎり実現
はなかなか難しい。
　なお一言付け加えるならば、廃棄物中のプラスチック類の増加がダイオキ
シンの発生を助長しているといわれているが、データから見ると必ずしもそ
れを裏付けるものばかりではない。本来プラスチック類は、塩素を含んだ塩
化ビニルなどを除き、石油と同じ炭化水素からできているので燃料としての
用途もあり、燃焼管理がしっかり行える設備であれば問題は起こらないはず
である。
　環境中に排出されたダイオキシン類は自然にはほとんど分解されないが、
いくつかの分解技術の研究や分解プラントの開発も進められつっある。超臨
界水を用いるものや白色腐朽菌によるものなどがあり、排ガスフィルターで
ダイオキシンを無毒化する研究も行われているが、人類の英知をかけて早急
な対応が望まれるところである。
環境ホルモン
　ー般に“環境ホルモン”と言われているものはいわゆるホルモンではなく、
r内分泌撹乱化学物質」（Endocrine　disruptors）のことをいう・環境中か
ら生体内に入りホルモンに似た作用で生殖器などに異常を起こすことから一
般向けに馴染みやすいr環境ホルモン」という言葉がマスコミを通じて広
まった。
　イギリスで1985年頃急激に増加したインポセックス現象というものがある。
船底の塗料に使われていたトリブチルスズが原因で巻き貝の一種イボニシや
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レイシガイのメスにペニスや輸精管が見られるようになったというもので、
現在トリブチルスズの使用は禁止されている。
　r環境ホルモン」が全世界で大変なセンセーションを引き起こすきっかけ
になったのはシーア・コルボーンらによって書かれたr奪われし未来」で
あった（1996年出版）。
　自然界の野生生物にr環境ホルモン」といわれるいろいろな化学物質に
よって生殖障害や発育障害が起こっており、ある種は絶滅の危機に瀕してい
るとのことである。この本の中には、野生生物の異常状態が次々と述べられ
ているが、そのいくっかを挙げてみると1フロリダのハクトウワシの生殖能
の欠如、地中海におけるイルカの大量死、カルフォルニアカモメのオスのメ
ス化、セントローレンス河に打ち上げられたベルーガの死骸を解剖したとこ
ろベルーガのオスの体内から子宮と卵巣が見っかったなどで、これらは環境
に人間が加えた化学物質がその大きな原因らしいというのである。
　このように自然界の野生生物にいろいろな生殖の異常が発見され、ヒトで
もr環境ホルモン」との関連を疑わせるような異常が見つかるようになって、
がぜん研究者の注目を浴びるようになった。
　現在環境庁では「環境ホルモン」関連物質として68種の化学物質を指定し
ている。P　C　B、ダイオキシン類、DDTなどの一部の農薬、ビスフェノー
ルA、ノニルフェノール、トリブチルスズ（T　B　T）などであるが、今後そ
の数は増加するであろう。これらの物質の中には、合成樹脂の建材、食器な
ど身の回りの生活用品の中に含まれているものもあるので憂慮されている。
これまでのところヒトに対する因果関係がはっきり証明された例はないが、
影響が長期間、次世代にまで及ぶ可能性もあることから、更なる研究と使用
に際しての慎重な配慮が必要であろう。
終わりに
科学の歴史を眺めると、特定の科学理論が生まれたときに存在していな
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かった問題はその科学理論が想定していない問題である。ニュートンカ学に
は量子論や相対性理論は想定されていなかったと同様、今我々が抱える環境
問題もその多くはこれまでの科学理論が想定していなかった問題である。し
かしそこに解くべき問題があるときには新しい科学が構築されてきた。やが
て人類はこの問題を解くべき方向を見出すことであろう。また環境問題の解
決には科学技術の進歩に大きな期待が寄せられているが、今後は科学技術の
r光」の面のみならず「影」の面にも十分注目していかなければいけないと
思う。
　人問の意識、意欲、努力、技術の進歩と間違いのない舵取りがあれば環境
問題には明るい未来があることを信じたいと思う。
　環境問題を学習した人は自分の生活が問われているのである。地球規模の
環境問題の大きさに対して個人の力は余りにも小さく感じられ、無力感、悲
観論に陥ったり、無関心派になる人がいるが、一人ひとりの小さな行動、小
さな努力の積み重ねがやがて政府を、世界を動かす大きなカに集積されてい
くことを忘れてはいけない。
　“ThinkGlobally，Act：Locallジである。
そうかといって性急に解決を焦るあまりストレスをいたずらに蓄積するのも
健康に良くないので、ポジティブな思考で建設的な意見がもてるよう期待し
ている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本学経営学部教授）
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